
令和元年度 第３回総合計画審議会での議論について 

 

 この議論の目的 

・ 2060 年に人口 30 万人を確保するため（長野市人口ビジョン：本市が目指す将来

の姿）。 

・ その実現のため長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略を来年度から２年間延長

するが、２年間では時間、予算などに限りがあり、重点的に取り組む内容を絞る

必要がある。 

・ 来年からの２年間で総合戦略のどの部分に力を入れ、また新しいことにチャレン

ジしていくかを考える必要がある（その後のＲ４年度からの５年間も見据えて）。 

 

 前回までの議論 

・ これまでの審議会での意見で長野市の色（何に力を入れて取り組んでいくか）を

出していく必要があるとの意見が多い。 

・ 現行の総合戦略も総花的であり、長野市としての色が見えない。特徴を持った施

策を展開し、市内外に向けてＰＲしていかなければ、地域が埋もれていってしま

う。 

・ ただし、長野市としての色づけはゼロベースではなく、たたき台を提示してもら

うと議論がしやすい。 

 

 今回の論点 

・ 長野市の色として「どの部分をどのように見せていくか」について事務局案をた

たき台に各グループに分かれて考える。 

・ グループ内の考えを整理したうえで、全体で共有するところまでが今回のゴール。 

 

※ 「長野市の色」とは、奇抜な施策を用意するということでなく、長野市をどのような

「まち」にしていきたいとかという、「まち」の具体的な性格づけのこと。移住定住に

繋がる可能性があるもの。 

 

 今回の議論方法 

グループに分かれて、事務局案をベースに議論 

【議論のルール】 

・ 他人の意見を否定しない 

・ 役職に捉われず対等な関係で（進行役の市職員も含めて） 

・ 話を一人で独占しない 

 

 今後の流れ 

・ 今回の議論で上がった意見を総合戦略延長版の素案に反映し、11月の審議会に提

示 

 



 

総合戦略延長版 事務局案（たたき台） 

 

【目標１】 

○担い手の育成 

  年齢や性別、障害の有無に捉われない多様な人材の活躍＜重点化＞ 

  地域で輝く大人の姿を次の担う世代へ伝える＜重点化＞ 

 

【目標２】 

○長野市への新しい流れをつくる 

  「関係人口」の創出・拡大＜新規追加＞ 

  長野市ならではの暮らしの絞り込みと情報発信の強化＜重点化＞ 

 

【目標３】 

  追加・修正項目なし 

 

【目標４】 

  追加・修正項目なし 

 

【全体】 

○情報発信・市民へのＰＲ（キャッチフレーズ）を追加 

 

社会増減… 仕 事×情報発信 

自然増減… 子育て×情報発信   この２つの視点から 

「『まち』も『ひと』もちょうどいい」 

 ＜コンセプト＞ 

今住んでいる人にとっても良い「まち」、これから住もうと思っている人にとって

も良い「まち」であるために、「まち」と「ひと」に一番良いこと（役に立つこと）に

取り組んでいく姿勢をＰＲするもの。 
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